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開 会 午後６時３０分

〇事務局 ただいまから令和元年度の第２回

でございます市民自治会議を開催させていた

だきます。

初めに会長より挨拶をいただきたいと存じ

ます。よろしくお願いします。

〇会長 皆さんどうもこんばんは。昨年の公

開政策討論会の検証会議での報告書の論点の

確認をして、いよいよこれからこの市民自治

会議の中で、公開政策討論をめぐる制度設計

について、深く議論をしていく、今日は出発

点というふうに思います。

そういうこともありまして、今日はテーブ

ルを小さくして、お一人お一人の発言を非常

に重視して、次回に向けて実はたたき台を作

るための情報をいただきたいという思いで、

こういう場を設けました。

これからの進め方等については、事務局の

ほうから詳しく説明いただきますけれども、

今日は新たに、皆さんがこの公開政策討論会

条例について、どのようなお考えを持ち、そ

して対応をしていきたい。今日は率直な御意

見を主体的に出していただける場としたいと

思います。今日は、そういう面で外の気温と

同じぐらい熱い気持ちで臨みたいというふう

に思いますので、皆様よろしくお願い申し上

げまます。

○事務局 ありがとうございました。

それでは、これより次第に従いまして、会

のほうを進めさせていただきますが、新城市

市民自治会議条例第６条の規定に基づきまし

て、これ以降の取り回しにつきましては、会

長であります先生にお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。

○会長 それではただいまから私のほうで進

行のほうさせていただきますので、よろしく

お願い申し上げます。

まず、本日の議題（１）として、公開政策

討論会条例について、始めます。この表の進

め方について、事務局から委員の皆様方に説

明いただきたいと思います。よろしくお願い

します。

○事務局 よろしくお願いします。

では、次第を跳ねていただきますと、市民

自治会議のスケージュール（案）とございま

す。まず済みません、スケージュール（案）

からちょっと説明させていただきます。１回

目、５月２８日に第１回目の市民自治会議を

開催いたしました。そちらで、市長からの諮

問、それと昨年度の答申の振り返りのほうを

させていただきました。

２回目になります、今日７月３０日になり

ますが、公開政策討論会の条例について、先

ほど会長からも話がありましたように、論点

の課題のほうを出していただきたいと思って

おります。

３回目、１０月８日火曜日を予定しており

ますが、今日出していただいた課題の検討を

いたしまして、事務局のほうで条例の案のた

たき台のほうを作成したいと考えております。

その次に第４回、１２月１０日火曜日を予

定しております。条例案１の課題の皆さんに

御意見いただいたものを修正しながら条例案

２をつくりまして、１月には条例の最終の案

を作成したいと考えております。

１月には答申の案をつくりまして、２月に

答申を予定しておりますので、よろしくお願

いいたします。

隣に移りまして、若者議会につきましては、

本日、若者政策のあゆみということで、若者

政策係長が説明いたしまして、１２月には効

果の検証、そして１月には答申の案をつくり

まして、２月に政策討論会と一緒に答申した

いと考えておりますので、皆さんよろしくお

願いいたします。スケジュールについては以

上になります。

その次の資料ではなくて、皆さんに事前に

郵送で御送付いたしましたが、皆さんお持ち

でしょうか。公開政策討論会条例の論点表と

いうものになります。本日はこちらのほうを
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資料としてお願いいたします。

こちらは昨年度、作業部会のほうでまとめ

ていただきました答申についております、ま

とめの表を公開政策討論会条例の条文化した

ときの論点をまとめたものになります。まと

めとセットになっておりますので、こちらの

ほうを皆さん、今日確認いただきまして、御

意見をいただきたいと思っております。

作業時間といいますか、これからのスケ

ジュールになりますが、皆さん、グループに

なっていますので、今から７時２５分ぐらい

ですかね、４５分ぐらいお時間とりまして、

グループでこの論点表について意見をいただ

きまして、２５分から５分休憩を挟みまして、

３０分からグループでの論点を整理していた

だき、発表をいただきたいと思います。発表

につきましては、５分程度でお願いしたいと

思います。また、書記のほうをお願いしまし

て、今日でなくてもいいですので、また後日、

グループで話し合った課題等を書記の方は提

出いただきまして、次のたたき台を作成する

ために皆さんと課題共有をしたいと思ってお

りますので、よろしくお願いします。

説明は以上です。

○会長 今日の進め方については、以上のよ

うな形です。それで今、テーブルを見ますと、

ものすごく、お二人ですので、もしよければ

〇〇さん、こちらに。いいですか。そうすれ

ば女性がテーブルにお一人ずつになりますの

で。

○事務局 そうですね。はい。ありがとうご

ざいます。

○会長 女性がそれぞれ入ってもらって。

○事務局 ちょっと御案内しましょうかね。

○会長 はい、はい。

○事務局 今、先生からお話がありましたよ

うに、これからグループワークに入るわけで

ございますが、まず、グループでやるに当

たって、司会といいますか、進行に加わる職

員が入らさせていただきまして、ちょっと進

めていこうかなというふうに考えております。

当然その中で、今、お手元のほうにある鉛筆、

附箋、紙等で、今、お話ございましたように、

まとめていただく書記の方をグループの中で

決めていただき、４５分でまとめていただき、

その後、各班、チームといいますか、５分程

度の発表というふうに考えておりますので、

よろしくお願いしたいと思います。

よろしいですかね。

○会長 皆さん、いいですか。

あるいは、行政の職員の方のほうが書いて

もらったほうがいいという意見があればその

ようにしますし、委員の人はもう意見をどん

どん出していく。あわせて司会の進行も一緒

に。多分、司会進行っていったって、そんな

に大変ではないと思いますので、話し合いを

しながらどんどんつぎこれ。で、職員の人に

どんどん記録を、附箋のところに皆さんの話

をメモをとって、そしてどんどん出していっ

てもらおうと、どんな話が出たかっていうの

まとめる。

どうですか。

○事務局 かしこまりました。

○会長 いいですか。そのほうがいいですか

ね。

では、一応、各テーブルごとに委員の皆さ

んで司会役を誰か決めていただいて、もちろ

ん司会役もどんどん話していただいて結構で

すので、それを始めていただいてそれで発表

を始めていきたいと思います。

よろしいですか、皆さん。

じゃあ、事務局の皆さんいいですか。

○事務局 はい。

○会長 じゃあ、お願いします。

（グループ討議）

○会長 そしたら、時間となりましたので、

今日のテーブルごとの論点をそれぞれまとめ

上げてみてください。テーブルごとで皆さん

議論してみてください。

どうぞ、テーブルに戻って、それぞれの
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テーブルでお願いします。

少し、まだ自由に議論しててください。

今日カードで出された内容ですね、それを

よく検証して、どういう意見があるかですけ

ど。

（グループ討議）

○会長 じゃあ、時間となりましたので、そ

れぞれのテーブルで出された中の意見の整

理・確認をこれで終えたいと思います。

じゃあ、それぞれのテーブルで、どなたか

報告していただく方を決めてください。報告

した方教えてください。順番を決めますので。

じゃあ決めてください。じゃあ、はい、選ん

で。

じゃあ、早速、どんな話し合いがあったの

か、皆さんに紹介をしてください。お願いし

ます。３分間で。

○委員 このグループでは、一応３つぐらい、

大きく分けて、企画と運営と付帯事項につい

て、今後明文化していったほうがいいんじゃ

ないかなというようなものが出ました。

まず 1点目、企画に関してですけど、今回、

論点表のほうに丸はなかったんですけど、開

催場所だったり、開催時間というものに関し

てで、開催場所、開催時間を指定するってい

うのは、結構何かに指定するっていうのは問

題なんですけども、ある程度、幅を持たして、

例えば、鳳来、作手、新城、前回も開催され

たようにある程度広い地域で、時間に関して

も幅広い層が参加できるような形で行うと

いったような条文を１個盛り込んで、幅広い

市民に参加できるような形で運営ができるよ

うにしていくべきじゃないかなというふうな

意見が出ました。

２点目です。運営についてなんですけど、

費用等をやはり民間団体が主になって開催す

るっていうふうになったときに問題が出てく

るということで、運営の費用面っていう部分

をしっかりと市がサポートするっていうこと

を明記しましょうというのと、あとは、論点

表のほうに主催者としてＡとＢというふうに

出ていますが、そのＡとＢが、その時代とい

うか、そのときに応じて、行政主催型でもで

きるし、民間団体主催であってもできるしと

いうふうに条文をつくっていく風にお願いし

たいなという風な意見も出ています。

最後３つ目、付帯状況なんですけども、こ

こにはないんですけれども、条文の見直しを

示唆する一文を入れてほしいなと。条例なん

で、一応、議会の承認がおりれば、もちろん

改正はできるんですけども、それをしっかり

と見直して、時代に沿うような形で条文をよ

りよいものにしていくという点は文章を一文

つけ加えてほしいなという風に思います。

最後なんですけど、今後ちょっと議論の余

地があるというところで、立候補予定者の参

加の義務を、今ここには義務じゃないという

ふうに書いてあるんですけども、拒否ができ

るのかどうかという部分の、それを条例で許

可するかどうかは置いておいて、そういう部

分ももうちょっとやっぱり考えていかないと

いけないなというのと、テーマの決め方とい

うのも条例化するとしたら、例えばその時代

に、そのときに市民がしっかりと注目してる

ような議題をテーマにしましょうといった条

文を入れるのがいいんじゃないかというよう

な意見も一部出ています。

以上です。

○会長 はい、ありがとうございました。

公開政策討論会の条例を作るとなると、

やっぱり今の最後のところの視点ってすごく

重要なところだと思いましたね。ありがとう

ございました。

では、その次、お願いします。

○委員 こちらのグループでは、この点とい

うのを話せていない部分もあるんですが、主

に３つ、目的と開催費用、仕組みについて話

し合いました。特に盛り上がったのは目的で

ありまして、こちら目的は立候補者にとって

も政策等自分の意思を伝えたり、表明したり、
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聞く側の市民の人としては、その政策の問題

点を知れたり、また自分の中の政治意識を育

む場所として開催できたらと思います。

僕は例えば、選挙に投票に行かない人って

いうのは、政策に不満があったり、自分の生

活にかかわる重要なことを知ろうとしない

人っていう思いがありまして、そういった人

も気軽に来れる場所を作ることで、政策の真

意を知ってもらえるんではないかと考えます。

またその選挙のために、公開政策討論会を開

くのではなく、選挙というかたい言葉を

ちょっと離れて、まちの課題であったり、ど

うしたら自分の住むまちがよりよいものにで

きるかっていうのを意見を出し合ったり、交

流できる場としてもなるんじゃないかと考え

ます。

次に、開催費用ですが、選挙のために開催

にするのではなくて、議長と定例的な集いと

いうていで場を利用して、その場所代として、

みんな平等に、均等に費用を出し合う形が望

ましいんじゃないかという意見が出ました。

最後に仕組みですが、Ｂの行政主催型だと

確実に開催されはしますが、人によっては仕

事観が出てしまったり、熱意がある人とばら

つきが生まれたりする可能性もあるので、少

し力不足な運営になってしまうのではないか

ということが懸念されます。

以上です。

○会長 はい、ありがとうございました。で

は、お願いします。

○委員 ここの班では、本当に全部、深く議

論できたかなと思っていますが、もうちょっ

と、ねえ〇〇さん、こういうこと議論するっ

ていうのをもうちょっとわかりやすく資料つ

くってくれると助かるなと。ちょっと要望で

すけども。

目的っていうところだと、ここ本当に、す

ごい若い〇〇さんがいて、中堅ぐらいがいて、

ベテランがいてっていう意見があってよかっ

たんですけど、やっぱり公開政策討論会って

いうのは、政治に無知であっても興味があれ

ば情報は得られるといった場所っていう、そ

の場を提供するっていうことに目的があるん

じゃないかなということで意見がまとまった

のと、あとは政治が決めたことを行うってい

う、その政治っていうのは誰が決めてるのっ

ていうのを投票する人たちが決めてるよって

いうことを改めて認識できるような場所にな

るといいかなということで目的はまとまって

いました。

理想っていうのが、ここは結構差しさわり

のないこと書いてあるんですけど、できれば、

例えば１５００人の会場がいっぱいになって

聞けない人も出てくるように、そのぐらい興

味・関心を持つような会になるといいのかな

という、一番の理想は、そういった理想が出

てきました。

運営のところで開催時期なんですけど、開

催時期っていうのを明確にしといたほうがい

いかなというところも意見が出ました。政治

が告示されてからだと公職選挙法に抵触して

しまうというところを考えると、その 1カ月

前とか２週間前とかっていうところをしっか

りと条文にも明示化しといて、そこまでに候

補者の人たちも覚悟を決めていただくという

言い方、ちょっと表現が正しいかわからない

ですけども、準備をしていただくというとこ

ろを公示の 1カ月前っていうふうに決めてお

くことで、準備できるんじゃないかなという

ところで意見がまとまりました。

開催場所は、先ほどもありましたけど、作

手、新城、鳳来っていった地区の３カ所で

やっていただくのが一番望ましいのかなとい

うところがありました。

それともう一つ、ちょっと斬新だった意見

があったんで紹介したいのが、〇〇さんの意

見なんですけど、高校生にもわかるようにす

るっていうところで、高校生向けの公開政策

討論会、難しい言葉を使わない、高校生が理

解しやすいような言葉でやるっていうものを
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開催しても僕はいいのかなというふうに。〇

〇さんの斬新な意見なんで、ちょっと伝えた

かったです。

開催形式なんですけども、開催形式は、

ちょっとここの〇〇さんとの意見なんですけ

ども、司会っていうのをしっかりと立てて、

回す力っていうのは費用をかけてでもしっか

りとやって、なあなあにならないような、そ

ういった形式をしっかりとってほしいなとい

うところがありました。

開催費用は正直、開催費用の何を論点にし

たらいいかというところが難しかったんです

けども、お金自体は正直言ったら市がお金を

出していただくのが、ここの意見ではあった

んですけど、例えばおもしろい意見っていっ

たらおかしいですけど、例えば有権者が３万

人、新城にいたとしたら、一人頭１０円、基

金を設立して、１０円寄附していただければ

３０万の開催費用が集まる。で、１００円

だったら３００万の開催費用が集まる。払い

たくないっていうのは、それはそれで主権者

の意見なのかなっていうことをくみ取るって

いうことで基金を設立してみてもいいのかな

というふうには思いました。

仕組みに対しては、一番付箋少ないですけ

ど、行政主催型のほうがいいのかなというと

ころになりました。理由としては、民間にす

ると、どんな民間でもできるのか、その民間

を選別するに当たっては、結局は行政がす

るっていう形になったときには、最終的には

行政主催型にしたほうがいいのかなという話

になりました。ただ、行政主催型でも民間が

入っていけるような仕組み、公募っていうと

ころはしっかりと条文にも載せていただいて、

民間の人が参加できる形っていうところを

作っていければいいかなというふうになって

います。

付帯事項は、ごめんなさい、これもちょっ

とうまく議論ができてないですけど、結論は

主権者教育という言葉は嫌っていうことが、

ここ満場一致で決まって、じゃあ何かかわる

言葉っていうのはたくさん出てくると思うん

ですけど、それを今、ここでまとめることが

できないもんですから、これは永遠の課題に

はなってくるにしても、やっぱり新城らしい

言葉っていうのは見つけて、どこかでそれを

新城として、こういう風な言葉で主権者教

育っていうのを違う言葉でやって、みんなが

政治、もしくはまちづくり、そういったとこ

ろに関心を持っていける形にできたらいい

なっていうことで付帯事項はまとまっていま

す。

以上です。

○会長 はい、ありがとうございました。

さっき〇〇さんが、選挙に行かないという

ことをめぐって話をしてくれた。実はこの間、

僕も同じような議論をしたんですが、なぜ選

挙に行かなきゃいけないのか。行かないって

いう自由があってもいいんじゃないかって。

行くことの正当性を論議するばかりじゃなく

て、行かないことの正当性っていうのも、そ

れが今回の公開政策討論会というものを条例

化することの論議の一つになってきているん

じゃないかなというふうに聞いてて思いまし

た。やっぱり、自分の生活にとって、あるい

は自分たちの将来にとって、切実観のない議

論をされても、それは何も投票の意欲につな

がらないという、あるいは権利を主張するこ

とにつながらないということに主観的には結

びつけちゃうので、ですから、今も投票率が

低いとかいうことは、投票者の問題にすりか

えられてるのかなというところがあると思い

ますけどね。だからこそ、みんながこぞって

投票、主権者としての意思を表明する権利の

発揮できるような、そういう機会っていうも

のを作らなきゃいけないということがあって、

それが国政よりも身近な市町村の市政のとこ

ろであり、より切実観が大きくなるなという

ふうに聞いていて思いました。最後までき

ちっとまとめていただいたので、そこが非常
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に参考になりました。

一つちょっと教えてほしいんですけども、

表現についてはどうですか。例えば、条例に

載ることを考えると、ここでは話題には上が

りましたが条例の表現、例えば高校生の子達

にも、やはりわかりやすい、これが１８歳と

考えると非常に重要なテーマですから、表

現っていうのは、かなり優しくする感じじゃ

なくどう伝わるか、伝え切るかっていう、受

け取ってもらえるかという、その裏に気持ち

が通ずる表現、コミュニケーションにしよう

といった、表現については何か意見ありまし

たら。例えば、できるかできないか別として、

高校生にもわかりやすいってどういう表現な

のか。何かありました、〇〇さん。

○委員 私の中で、高校生にも伝わえりやす

い言葉っていうのは、難しい言葉っていろん

な意味があって難しく感じると思うんです。

何か捉えにくかったりすると思うんですけど、

難しい言葉を使ったら高校生がわかんないわ

けじゃないんですけど、知ろうとする意欲に

つながるためには、わかりにくい言葉は使わ

ないほうがいいと思うし、意欲が出てきて、

知ろうと感じるならば、その難しい言葉でも

理解しようとする思いが出てくるから、初め

から使わなくてもいいと思うし、意味は変え

ずに、わかりやすい言葉ってあるといいなと

思いました。

○会長 条文をめぐっての言葉はどういう言

葉を使うかということだけの問題じゃないと

は思いますけどね。ぜひ次の素案を検討する

ときの材料にさせてもらえればと思います。

どうもありがとうございました。

今日の内容については、それぞれテーブル

で貴重なメモが残りましたので、これを参考

にして、そしてそこで、非常に重要なところ

で、例えば総務省に確認をしなきゃいけない

ようなポイントがあれば、総務省に確認をし

たり、確認というより意見を求めていきたい

と思います。総務省のほうはこうすべきだと

いうことは多分言わないと思います。むしろ、

こちらの考えとしてはこうだと、どのように

お考えですかという感じですかね。そういう

作業も次回に向けてはいろいろとやっていき

たいと思います。皆さんから出されたところ

で、例えば公開討論会を実施した市町村、先

行自治体は他にもありますので、そういった

ところで、どのように皆さんが論点をおっ

しゃったことが扱われ、あるいは問題を起こ

したそのあたりもしっかり研究したいと思っ

てます。いずれにしても、今日、いただいた

意見を参考にして、整理をしてみたいと思い

ます。〇〇さんが、前々からよく言ってるア

ライアンス、作っていく、例えば、他の国々

では、こういう民主主義の市政の制度設計の

変更って、選挙に関わって公開政策討論とい

うことをめぐって、どのような取り組みをし

ているか、これは新城ならではの実は探求で

もあると思うので、それが次回までにどの程

度進むかわかりませんけど、調整をしてみた

いと思います。

○委員 今高校生の話が出たんだけど、次回

で結構ですけど、高校生の意識とか、学校教

育とかいろんなとこでこうゆう政治の勉強と

かそういうことを教えてもらってる、そうい

うのを聞いてみたい。次回でいいですけど。

せっかく出たので意識高いんだなって思って。

昔、僕らも憲法とか教えてもらったけど、あ

まり政治活動とかねえ。次回もしありました

ら、すみませんよろしくお願いします。

○会長 はい。

○事務局 今、〇〇さんにその御意見が出た

んですが、若者の係長が来てるので、一回そ

の辺も確認します。

○会長 若者議会担当の係長ね。

○事務局 若者の若い係長ではないです。

○会長 はい。ということで、今、お話があ

りました。ありがとうございました。

では、席に戻ってください。ありがとうご

ざいました。
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それでは、時間も押してきていますので、

若者総合政策について、こちらのほうを委員

の皆さんに説明していただきたいと思います。

じゃあ、よろしくお願いします。

○事務局 ２番、若者総合政策について、事

前に論点表と一緒に今までの若者議会の答申

書を送付させていただきました。一度、皆さ

ん目を通していただきたくて、事前に送付さ

せていただきましたが、今日は若者政策係の

係長に来ていただきまして、今までの若者議

会のあゆみを少し説明させていただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。

○若者政策係長 先ほどちょっと急に振られ

てびっくりして何を答えていいかわからな

かったんですけど、先ほどの件はじゃあまた

高校生の子に会議で会いますので、学校でど

んな話聞いてるとちょっと聞いてみながら情

報提供できればと思ってます。

今日は、資料で送らせていただいたものの

説明というか、どういったものですよという

ことをちょっとお時間いただいて、５分ぐら

いでお話しさせていただけたらと思います。

答申書という形で見ていただくのは２種類

あるんですけれども若者議会経験されてる方

は、いつも見てるものだと思うんですが、予

算が書かれている答申書と、もう一つ、３月

の日付のものが４つありまして、こちらのほ

うは、１年間を通じて発表していただいた中

で、若者議会、もっとここをこうしたほうが

よくなるんじゃないかというものを実は年度

末の答申していただいております。予算のほ

うは１，０００万という枠の中でということ

で、結構いただいてるところもあるんですけ

れども、この運営に関する答申ということも

若者議会のほうからしていただいております。

主なものをちょっと挙げさせていただくと、

例えば第１期の竹下修平さんが議長を務めて

いたときには、メンター職員という制度につ

いて、やはりそこは重要なものなので、役割

の共通認識を持つようにしてくださいという

ことと、あと女性が少なかったということで、

女性の職員の割合も増やしてくださいという

ような答申がございまして、今では４月、５

月と初めのうちに、メンターに対する研修を

行ったりとか、女性職員の割合が半分ぐらい

になるような形で考えて行っております。

第２期のときには、なにしろ会議の回数が

相当多かったということで負担が大きいよと

いう御意見いただいておりましたので、第３

期、第４期では、分科会とよばれるチームご

との会議の回数を制限してみたりとかですね、

ちょっとなかなか回数制限しても結局詰める

ためには会議を重ねなければということで、

なかなか回数も減らなかったりというのも現

状もあったもんですから、今期の第５期は、

チームの委員さんが半分以上集まれるとき

じゃないと分科会をやっちゃだめだよってい

うようなルールを設けてみたりとか、運営を

考えながら５年目を迎えております。

あとは、卒業した委員が引き続き関わる場

を提供してくださいというようなこともござ

いまして、実際今日いらっしゃる市民自治会

議に委員さんとなっていただいたりとか、〇

〇君が今年地域協議会の委員さんにもなって

いただいたりとか、地域計画を作ったところ

の推進委員というところに高校生の子が自分

で手を挙げて委員になってみたいということ

でやってみたりとか、そういったこととか、

実際去年提案をした４期のメンバーが、今年

実行される市の事業に実行委員として引き続

き携わっておったりとか、バスのプロジェク

トチームとして引き続き関わったりとか、そ

ういった流れができております。

３期の全体会議とか、中間発表の場が、も

うちょっと、意見交換とかもっと中身の濃い

ものにしてほしいという答申がございました

ので、全体会議の場をもうちょっと雰囲気を

変えて、全員でそれぞれのチームが考えてる

政策に対して、ぜひ意見を出してもらう場に

してみたりとか、中間発表も第４期では部長
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さんとかと話し合う場を設けて、２部制にし

たりとか、今年の第５期は、議場を使うのを

やめまして、ここの４階の会議室を使って、

もっとほかの担当部署、部長を含めて、そう

いった職員と話し合える場をもっと増やそう

ということで、第５期は計画しております。

そういったところで、いろいろな運営に関

しても改善を提案いただいて、それに基づい

て改善をしておるんですけども、この間の３

月末には実は正副議長を務められた方に集

まっていただいて、今まで若者議会みてどう

だったというような意見をいただいて、そう

いった情報も含めて、今後の改善につなげた

りとか、８月１７日の土曜日に、今まで若者

議会を経験した全ての方に一度声をかけて、

集まってみて、ちょっと意見をもらえません

かみたいな場も来月開催する予定でおります。

ちょっと長くなりましたけれども、そう

いった流れで若者議会答申を受けて進めてお

ります。

以上です。

○会長 ありがとうございました。

今回、市民自治会議の委員の中には、議長

務めた村松里恵さんとか加藤稜唯さんがおみ

えですけど、何かつけ加えてありますか。ど

うでしょう。つけ加え、今の係長の説明いい

ですか。〇〇さん、どうですか。

○委員 つけ加えるわけじゃないんですけど、

毎年、若者の議会の委員側からでるような意

見に関しては、市の職員の方々も、改善する

べきだというような感じで、しっかりと検討

していっていただいて、年々、議会自体がい

いものになってるんじゃないかなと僕も感じ

ています。

この前、〇〇さんに頼んだ、正副議長を集

めて話し合いをしたという部分の議事録なん

かをまた見ていただけると、実際どうなのか

というのが、本音の部分がちょっと見える会

議だったのかなという、あれなんで、可能で

あればまた、正副議長の会議の議事録のほう

を出していただけると、皆さんがこれ考える

上で参考になるんじゃないかなというふうに

思っておりますので、よろしくお願いします。

○事務局 可能であるとかって、そこまで言

われちゃうと、お伝えせなあかん。

○会長 ほんまやね、今の言い方ね逃げ道な

いもんね。大事な話し合いの場を設けられた

んですから、そこでの議論は恐らく若者議会

の現状についての、今後発展していくための

課題ということじゃないかなと思います。ぜ

ひ、またここで共有していきたいと思います。

ありがとうございました。

それでは３番、報告に移りたいと思います。

あと３点ありますので、皆さん。事務局、お

願いします。

○事務局 ３点、まとめて報告させていただ

きます。

資料は（１）第８回市民まちづくり集会に

ついて、ちょっと資料はございませんが、た

だいま実行委員会が第４回が終わりまして、

いろいろテーマ、それから当日の内容、スケ

ジュール、ポスターの作成に向けて議論して

おります。

開催日が決定しましたので、皆様に御報告

いたします。第８回市民まちづくり集会が１

０月２６日土曜日に開催が決定しましたので、

報告いたします。

また、ポスター等今、作っておりますので、

またでき次第、この市民自治会議のほうで御

報告できたらなと思っておりますので、よろ

しくお願いいたします。

○会長 時間は。

○事務局 時間は午後です。よろしくお願い

いたします。

続きまして、中学生議会について、（２）

ですが、こちら、資料をつけさせていただき

ましたが、「求ム！若者！！」とございます

が、こちらが、今までの中学生議会が議場で

一度切りの中学生議会で開催しておりました

が、今回、新中学生議会ということで、今日、
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資料としてつけましたのが、新城中学校で開

催する中学生議会のチラシとなります。一番

下のほうにあります開催日ということで、①

の７月３１日１４時から１７時と書いてあり

ますが、場所が新城中学校、これが第１回目

の中学生議会、それから第２回の②開催日、

８月２５日１３時から１５時、場所が新城市

議会議場というのが、これがそれぞれの中学

校から集まって、２回目で議場を使って集合

で、中学生議会を開催いたします。１回目の

開催日はそれぞれの中学校で開催しています。

明日、新城中学校の第１回目の中学生議会ご

ざいますので、傍聴等もできますので、御参

加いただければと思います。八名中学校が開

催日があれです、７月２０日に終了しており

まして、本日、東郷中学校も第１回の中学生

議会を開催いたしました。８月１日、明後日

が鳳来中学校が開催いたします。千郷中学校、

作手中学校につきましては、今年度は不参加

ということで聞いております。中学生議会に

ついては、以上となります。

○委員 済みません。このチラシの「わたし

の行動力は５３００００」という、その「５

３０００」ってどういう意味。

○事務局 これはですね、実はこの若者議会

のポスターを使ってまして、教育チームのＰ

Ｒのポスターなんですけど、それの一コマが

ドラゴンボールという漫画の有名な一コマで

して、そこにその「５３０００」ってあるん

で、特に意味はないんです。

○事務局 中学生に目を引いていただくよう

に使ったと思いますけど。

○会長 じゃあ、女性議会について。

○事務局 続けて女性議会になります。最後

の資料になりますが、今年度も新城市女性議

会を開催いたします。開催日が１１月２７日

水曜日、午後１時から４時までを予定してお

ります。開催場所は新城市議会議場で、８名

の方が参加いただきます。最後の資料になり

ますが、参加者も決まりまして、今後２６日

金曜日、先週の金曜日にオリエンテーション、

所信表明ということで、皆さんお集まりいた

だきまして、開講式を行いました。１１月の

本番、女性議会に向けて、これからテーマ決

定をし、テーマに関連した市の担当者と勉強

会を経て通告書を作成し、当日を迎える予定

でおります。

今年度から女性議会のＯＢの方に御協力い

ただきまして、２６日、オリエンテーション

から参加していただいております。今まで一

人でなかなか不安だったという声もあります

し、ＯＢの方もぜひ協力したいという意見が

ありましたので、オリエンテーション、それ

からこれからの勉強会、通告書の作成、その

あたりをＯＢの方が御協力していただいて、

若者議会でいうメンター職員のように、寄り

添って作成していきたいと思います。

御報告ですけど、２６日、オリエンテー

ション、こちらに見える〇〇委員さんも女性

議会ＯＢでして、御協力いただきまして、今

度参加される方と意見交換し、これから勉強

会のほうも御協力いただけると思っておりま

す。よろしくお願いいたします。

報告は以上です。

○会長 〇〇さん、またよろしくお願いしま

す。

今、報告いただいた３点について、皆さん

のほうから何か確認したいこととか、御意見

ありますでしょうか。

はい、どうぞ。

○委員 さっき聞きそびれたんですけど、予

算書があるんですがあれば当然決算書がある

と思う、決算書で全部使いましたよでいいん

だけども、例えば、これに対しての効果があ

れば非常にわかりやすいので、できましたら

つけてもらいたい。

もう一つ見てみたいのは、効果をどういう

形でとったかというのを知りたい、数字があ

ると思う。簡単に言うと、例えば、ふるさと

情報館リノベーションで利用率上がりました
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と、利用率の１０％とか２０％。もっとほか

に数値化できないのは、数値化でなくてもい

いんだけども、笑顔が一つ増えましたでもい

いんだわ。どういう評価で、その効果を図っ

たかというのをちょっと知りたいなと思いま

すので。出来ましたら、決算書の中に、どう

いう形で結果を評価したかという評価の仕方

とその評価をどのように実績と合わせて出し

ていただくと非常にわかりやすいので、急ぎ

ませんので、差支えなければ出していただき

たい。済みません。さっき聞きそびれました

ので。

○会長 それじゃあ、今日係長さんお見えな

ので、宿題ということで。ありがとうござい

ました。

ほかはいかがでしょうか。よろしいですか。

それでは、その他について事務局のほうか

らありますか。

○事務局 特にありません。

○会長 よろしいですか。

○事務局 はい。

○会長 じゃあ次回の日程について説明して

ください。

○事務局 次回、第３回市民自治会議を１０

月８日火曜日、１８時３０分から、場所はこ

ちら４階の４－１会議室で開催をいたします。

また事前に、書面にて開催の案内をいたしま

す。資料のほうも皆さんに御意見をもらえる

ように事前にお送りしますので、よろしくお

願いします。

○会長 第３回目は、１０月８日１８時３０

分です。若干、２カ月近く時間を設けるのは

皆さんから寄せられた意見、それからたくさ

ん宿題を今日いただきましたので、今度素案

をだす上で準備をする必要が当然あるという

ことです。その間に機会もありますので、こ

ういうところのスケジュールを組んでもらい

たいと思います。

この間に、皆さんのほうでそれぞれの公開

政策討論会における、今日皆さんが議論され

たような関係で何か調べてみたいだとか、あ

るいは調べた結果、こんなことがわかったと

か、そういうのがありましたら、聞きたいこ

とについても自分で調査、検討されて、こう

いうことを反映してもいいんじゃないかとい

う提案がありましたら遠慮なく事務局のほう

に問合わせなり、あるいは提出してください。

委員の皆さんのここでの議論はもちろん重要

ですけども、ここでの議論を踏まえて、さら

に御自身で調査、研究をされた成果があった

り、あるいは、疑問点が出たり、こういった

ことがあったら遠慮なく事務局に出していた

だけると、それを踏まえて次回の１０月８日

に向けての資料づくりに役立てていくことが

できますので、この場だけにせず、ぜひ御協

力お願いいしたいと思います。私のほうもそ

ういうつもりで思いまして、ちょっと頑張っ

てみたいと思いますので、皆さんもよろしく

御協力お願いいします。

それでは、本日の審議事項、報告事項等は

以上となります。全体として、皆様から何か

ご意見ありますか。

いいですか。

それでは、第２回の新城市市民自治会議は

以上で終了したいと思います。どうもありが

とうございました。

○事務局 ありがとうございました。


